
経営比較分析表（令和5年度決算）
山口県萩市　市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 100 - - ■

令和5年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 10 対象 ド 透 訓 救 へ 輪 - - 100 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 89

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

42,709 9,722 第２種該当 - ７：１ 89

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は萩医療圏で唯一の公立病院として、二次救急医療や小児医
療、へき地医療などの政策的医療をはじめ、急性期における地域の
中心的な病院の一つとしての役割を担っている。
　具体的には、病院群輪番制による救急医療を担うとともに、山口
県北部地域における急性冠症候群をはじめとした心疾患患者の対応
や、医療圏で唯一の入院施設を有する小児科においては入院医療及
び専門外来診療、小児救急を担っている。
　また、へき地医療拠点病院として離島の公立診療所の診療支援
（代診、遠隔画像診断、医師の研修受入）の実施や、新型コロナ
ウィルスなど感染症対策においては、入院協力医療機関として人材
育成や発熱等の陽性疑いの救急搬送患者の受け入れを行っている。
　この他にＣＴやＭＲＩなどの医療機器の共同利用も行っている。

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R02 R03 R05 R01 R02 R03 R04 R05R04 R05 R01 R02 R03 R04

当該値 82.4 80.0 81.8 77.5 74.8当該値 93.8 97.3 99.1 98.9 88.6 当該値 81.0 76.2 71.0 67.4 75.9当該値 78.1 75.4 77.4 74.4 71.5

平均値 84.3 80.7 82.2 81.7 81.0平均値 96.9 100.6 105.9 104.3 96.3 平均値 70.4 65.8 65.0 63.3 64.7平均値 80.6 77.1 78.6 78.1 77.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　入院収益については、新型コロナ患者受入に伴う病床制限が解除され、前年度と
比べ入院収益及び病床稼働率が上昇したものの、看護師不足による4か月間の病床
制限等が影響し入院収益の伸び悩みとなった。外来収益については、地域連携に注
力し、紹介患者の増加等に取り組んだものの、医師の派遣元の交替や医師数の減少
等により前年度と比べ患者数、患者単価が減少し、外来収益の減少となった。
　医業費用については、人件費単価の上昇による給与費の増加に加え、看護師不足
に伴う派遣看護師費用の増加、また人件費を含めた物価の高騰に伴う光熱費や燃料
費、施設設備の管理経費等の増加等により医業費用が増加した。
　医業収益は前年に比べ増加したものの、それ以上の医業費用の増加となり、医業
収支比率、修正医業収支比率ともに前年度と比較して大きく低下した、加えて、前
年度までの新型コロナ関連補助金の減少の影響もあり、経常収支は約3.3億円の大
幅な赤字となり、経常収支比率も大きく低下することとなった。
　当院は100床という小規模病院でありながら公立病院として様々な役割を求めら
れている。その中で経営改善を進めて行くには、引き続き他の医療機関との連携や
適切なベッドコントロールによる稼働率や単価の引上げ等に取り組む必要がある。

2. 老朽化の状況について

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R04 R05 　開院から既に20年以上が経過し、有形固定資産減価償却率は類似
病院平均値を約10ポイント上回るなど施設の老朽化が進んでいる。
平成12年4月の移転新築であり、一括して施設設備の整備を行ってい
ることから、同時期に法定耐用年数が経過することになる。今後、
屋根・外壁改修、空調設備更新など大規模な改修を控えている。機
械備品減価償却率においては、計画的な医療機器の更新に加え、高
度医療機器（CT、MRI,アンギオ等）の更新が始まっており、類似病
院平均値に比べ低くなっている。
　当院が地域唯一の公立病院として求められる役割を担うため、地
域で必要な医療機器や施設の機能等を備えておく必要があることか
ら、1床当たりの有形固定資産は類似病院平均値よりも高くなってい
る。事業費の圧縮と年度間での大幅な事業費の変動を避けつつ、地
域における公立病院として必要な機能、設備と経営の効率性を比較
考慮して実施する必要がある。

R05 R01 R02 R03

20.0 19.6 21.3 21.5 21.668.8 当該値47,533 当該値

R03 R04R02 R03 R04 R05 R01 R02

平均値 35,788 37,855 39,289 40,846

67.6 70.9 68.1 68.99,675 9,498 9,586 11,573 11,418 当該値

10,602 11,234 11,512 11,831

当該値 44,837 45,067 51,618 50,255

18.0

2. 老朽化の状況

全体総括

　人口減少や少子化、医療従事者の不足と高齢化など、萩医療圏を
取り巻く環境は厳しい状況にある。
　医療従事者の不足に関しては、特に薬剤師と看護師の不足が深刻
な状況であり、派遣に頼らざるを得ない状況が続いており、この派
遣に対する委託費が経営を悪化させている要因の一つにもなってい
る。
　医業収益はコロナ禍前と比較しても上昇しているものの、人件費
の高騰や物価高により費用が大幅に上昇していることから、経営状
況は厳しい環境にある。
　このように、物価高騰などの社会的要因に加え、地域的、病床規
模的に厳しい環境下にあるが、医療圏で唯一の公立病院として、地
域に必要な医療を将来にわたり提供できるよう、経営強化プランに
掲げる取組を推進し、医療人材の確保と定着を図りながら、経営状
況の改善に努めていく必要がある。

R01 R02 R03 R04 R05 R01

68.1 平均値 17.5 17.5 17.3 17.911,652 平均値 63.3 68.5 67.1 66.941,075 平均値

R04 R05

当該値 42.6 49.4 47.3 50.2 65.6 当該値 69.7

R03 R04 R05 R01 R02 R03R02 R03 R04 R05 R01 R02

57,528,430 58,787,460 58,939,670 60,288,810

平均値 120.5 124.2 121.6 118.9 121.9

81.7 78.2 74.4 69.8 当該値 56,756,51070.3 69.3 69.1 67.6 当該値 81.0

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 41,891,213 42,806,727 43,530,781 44,196,357 45,484,013平均値 71.7 72.9 73.9 74.3 72.2平均値 54.6 56.9 58.1 59.4 59.1
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④病床利用率(％)
【68.7】
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③修正医業収支比率(％)
【83.9】
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②医業収支比率(％)
【86.6】
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①経常収支比率(％)

【96.6】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

①有形固定資産減価償却率(％)
【57.0】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.4】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【50,999,060】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.4】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【56.1】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【18,236】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
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⑨累積欠損金比率(％)
【54.5】


